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昨
年
は
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林

火
山
」
の
舞
台
と
し
て
山
梨
県

に
注
目
が
集
ま
り
、
甲
府
市
内

で
開
催
し
た
「
風
林
火
山
博
」

に
は
当
初
の
目
標
で
あ
る
２０
万

人
を
大
き
く
上
回
る
４８
万
人
の

方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
０７
年
の
観
光
客
数
も
昨
年

の
４
４
０
４
万
人
を
上
回
り
、

４
７
０
０
万
人
程
度
に
な
る
と

予
想
し
て
お
り
、
大
き
な
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

ご
送
客
を
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
４
月

１
日
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

と
協
働
し
て
「
山
梨
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
山
梨
Ｄ
Ｃ
）」を
実
施
し
、
０８

年
は
４
８
０
０
万
人
超
え
を
目

標
に
、
こ
れ
を
確
実
に
達
成
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の

た
め
に
は
観
光
振
興
、
特
に
、

観
光
消
費
額
の
増
大
に
結
び
つ

く
宿
泊
滞
在
型
観
光
の
強
化
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
回

の
山
梨
Ｄ
Ｃ
で
は
、
滞
在
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
「
週
末
は
山
梨
に

い
ま
す
。」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
、
「
い
や
し
」
や
「
健

康
」
な
ど
の
滞
在
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
、
温
泉
や
フ
ル
ー
ツ
、
花

や
夜
景
な
ど
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー

を
強
力
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
昨
年
は
、
温
泉
を
活

用
し
た
健
康
づ
く
り
や
農
林
業

体
験
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
長
期

滞
在
型
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

や
、
中
国
・
中
四
国
地
方
な
ど

の
宿
泊
旅
行
が
期
待
で
き
る
地

域
で
観
光
商
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
は
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
加
え
、
ワ
イ
ン
産

地
を
巡
り
な
が
ら
、
郷
土
料
理

や
そ
の
土
地
の
文
化
等
を
楽
し

む
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、

地
域
密
着
型
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
一
層
促
進
し
て
参
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
自
然
や
温
泉
を
は
じ
め
、

フ
ル
ー
ツ
や
ワ
イ
ン
な
ど
の

「
や
ま
な
し
ブ
ラ
ン
ド
」
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
、
よ
り
魅

力
的
な
宿
泊
滞
在
型
観
光
地
づ

く
り
を
進
め
、
宿
泊
客
の
増
加

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

私
は
、
日
ご
ろ
よ
り
、
職
員

に
「
観
光
は
営
業
。
官
の
発
想

で
は
な
く
、
民
の
い
い
と
こ
ろ

を
取
り
入
れ
た
営
業
を
し
て
ほ

し
い
」と
言
っ
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
に
は
各
旅
行
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
の
企
画
部
門
を
訪
問
し
て

数
多
く
の
旅
行
商
品
の
造
成
を

実
現
し
ま
し
た
し
、
不
足
が
ち

で
あ
っ
た
２
次
交
通
も
充
実
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
１
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
は
３
０
０
以

上
の
旅
行
会
社
・
販
売
店
の
キ

ャ
ラ
バ
ン
も
実
施
し
、
間
近
に

迫
っ
た
山
梨
Ｄ
Ｃ
の
準
備
は
ほ

ぼ
整
い
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
日
ご
ろ

の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
４
月
か
ら
の
山
梨
Ｄ
Ｃ
へ

の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

山
梨
の
春
は
４
月
の
桜
で
ス

タ
ー
ト
し
、
日
本
一
の
生
産
量

を
誇
る
桃
の
花
が
開
花
す
る

と
、
ま
さ
に
日
本
一
の
「
桃
源

郷
」
と
な
り
ま
す
。
ほ
か
に
は

な
い
、
山
梨
な
ら
で
は
の
風
景

で
す
。
そ
れ
に
引
き
続
き
、
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、

あ
や
め
、
つ
つ
じ
、
ラ
ベ
ン
ダ

ー
な
ど
た
く
さ
ん
の
花
々
が
咲

き
誇
り
ま
す
。
春
の
山
梨
に
ぜ

ひ
お
い
で
下
さ
い
。

山
梨
県
知
事

横
内

正
明
氏

観
光
客
４８００
万
人
超
え
目
標

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
の
放
送
で
観
光

客
が
増
え
た
山
梨
県
。
追
い
風
を
持
続
さ
せ
よ
う
と
、

４
月
か
ら
６
月
ま
で
、Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
協
働
し
て「
山

梨
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」を

始
め
る
。
様
々
な
仕
掛
け
を
用
意
し
、
桃
源
郷
は
じ
め
、

春
の
山
梨
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

山
梨
Ｄ
Ｃ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
滞
在
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
「
週
末
は
山
梨
に
い
ま

す
。」

。
「
平
日
は
都
心

に
向
か
う
オ
ト
ナ
が
、
週
末

は
癒
し
の
空
間
『
山
梨
』
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を

過
ご
す
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
表
現
す
る
と
と
も
に
、
週

末
と
い
う
言
葉
に
は
団
塊
世

代
（
シ
ニ
ア
層
）
の
退
職
期

を
意
識
し
、
「
第
二
の
人
生

は
山
梨
で
暮
ら
す
」
と
い
う

意
味
を
込
め
た
。

週
末
の
過
ご
し
方
と
し
て

５
つ
の
テ
ー
マ
を
提
案
。
テ

ー
マ
ご
と
に
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
素
材
を
組
み
合
わ

せ
た
、
山
梨
な
ら
で
は
の
体

験
交
流
型
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー

を
発
信
す
る
。
具
体
的
に
は

「
す
こ
や
か
人
の
週
末
」「
み

と
れ
人
の
週
末
」
「
ま
な
び

人
の
週
末
」
「
あ
じ
わ
い
人

の
週
末
」
「
い
や
さ
れ
人
の

週
末
」

の
５
つ
で
、
滞

在
テ
ー
マ
別
観
光
コ
ー
ス
は

約
５０
に
上
る
。

例
え
ば
、
い
や
さ
れ
人
の

週
末
で
は
、
温
泉
や
森
林
セ

ラ
ピ
ー
体
験
な
ど
を
提
供
。

モ
デ
ル
コ
ー
ス
と
し
て
、
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
（
南
ア
ル
プ

ス
市
・
南
ア
ル
プ
ス
桃
源
郷
）

〜
重
文
・
豪
農
の
屋
敷
跡
見

学
（
同
・
安
藤
家
住
宅
）
〜

書
の
文
化
、
歌
舞
伎
文
化
に

触
れ
る
（
市
川
三
郷
町
・
歌

舞
伎
文
化
公
園
、
大
門
碑
林

公
園
）〜
日
蓮
宗
総
本
山（
見

延
町
・
見
延
山
久
遠
寺
）
〜

温
泉
泊
（
早
川
町
・
西
山
温

泉
郷
）
と
い
っ
た
ル
ー
ト
を

設
定
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
も

用
意
。
そ
の
１
つ
が
「
発
見

�
山
梨
の
宝
」
と
銘
打
っ
た

宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
。

応
募
用
紙
付
き
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
記
載
さ
れ
た
１０
の
暗

号
を
も
と
に
、
県
内
１０
カ
所

（
石
和
温
泉
や
湯
村
温
泉
な

ど
）
に
隠
さ
れ
た
宝
箱
を
見

つ
け
出
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
３
つ
以
上

集
め
て
応
募
す
る
と
抽
選
で

５０
万
円
相
当
の
ジ
ュ
エ
リ
ー

な
ど
、
山
梨
の
と
っ
て
お
き

の
宝
が
当
た
る
。

他
に
も
石
和
温
泉
健
康
増

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
２
泊
３
日

宿
泊
付
き
）
や
完
熟
フ
ル
ー

ツ
な
ど
が
当
た
る
。

こ
の
他
、
提
示
す
る
と

様
々
な
特
典
が
得
ら
れ
る

「
や
ま
な
し
パ
ス
ポ
ー
ト
」

の
発
行
や
、
山
梨
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ラ
リ
ー
な
ど
、
ス
ペ
シ

ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

だ
。
Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
県

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
協
議
会
Ｈ
Ｐ（h

ttp
://w

w
w
.y
am
an
ash
i- k
an
k

o
u.jp
/c/

）
。

２
次
交
通
も
整
備
し
、
観

光
客
の
�
足
回
り
�
を
良
く

す
る
。
観
光
地
周
遊
バ
ス
で

は
、
「
風
林
火
山
」
の
放
送

に
あ
わ
せ
て
運
行
し
て
い
た

「
風
林
火
山
号
」
を
Ｄ
Ｃ
期

間
も
特
別
に
走
ら
せ
、
武
田

神
社
や
甲
斐
善
光
寺
、
恵
林

寺
な
ど
武
田
氏
由
来
の
重
要

史
跡
を
カ
バ
ー
す
る
。
観
光

エ
リ
ア
間
連
絡
バ
ス
で
は
、

要
望
の
多
か
っ
た
石
和
温
泉

駅
〜
河
口
湖
間
に
特
急
バ
ス

を
運
行
す
る
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
充
実
。

甲
府
駅
〜
昇
仙
峡
間
、
河
口

湖
駅
〜
富
士
芝
桜
ま
つ
り
会

場
・
本
栖
湖
間
な
ど
を
結
ぶ
。

県
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

も
、
東
海
道
新
幹
線
三
島
駅

や
新
富
士
駅
か
ら
河
口
湖
に

特
急
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と

で
利
便
性
を
確
保
。

各
市
町
村
や
団
体
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
も
数
多
く
実
施
。

▽
輝
き
の
祭
典
大
宝
飾
展

（
４
月
５
日
）
に
甲
府
駅
か

ら
無
料
バ
ス
▽
ナ
イ
ト
ワ
イ

ナ
リ
ー
と
夜
の
桃
の
花
見
ツ

ア
ー
（
石
和
温
泉
）
▽
石
和

の
街
中
を
手
ぶ
ら
で
散
策
で

き
る
よ
う
、
手
荷
物
を
宿
に

届
け
る
サ
ー
ビ
ス
▽
「
桃
の

花
バ
ス
」
利
用
者
に
入
浴
割

引
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

な

ど
、
観
光
客
が
選
ぶ
の
に
困

る
ほ
ど
だ
。

県
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
０６
年
度
か
ら
始
ま

り
、
今
年
度
で
区
切
り
と
な

る
。
一
連
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
山
梨
の
知
名
度
は
確

実
に
ア
ッ
プ
し
、
観
光
客
も

順
調
に
増
え
て
い
る
。
Ｄ
Ｃ

後
の
入
り
込
み
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
だ
が
、
県
で
は
新
た

な
仕
掛
け
を
検
討
し
て
お

り
、
観
光
立
県
へ
の
情
熱
は

並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。

山
梨
県５

テ
ー
マ
を
提
案

２
次
交
通
も
整
備

桃の生産量日本一の山梨では４月初旬、「桃源郷」（笛吹桃源
郷）が出現する（上）。４月下旬オープンの「富士芝桜まつり」
は関東最大級の芝桜の名所となる（下）

Ｄ
Ｃ
で
は
ど
ん
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
か
。

「
ま
ず
、
お
客
様
が
注
目
す

る
イ
ベ
ン
ト
列
車
を
期
間
中
運

転
す
る
。
Ｓ
Ｌ
山
梨
号
を
甲
府

〜
塩
山
間
、
ト
ロ
ッ
コ
風
列
車

『
風
っ
こ
八
ヶ
岳
高
原
号
』
を

小
淵
沢
〜
野
辺
山
間
で
走
ら
せ

る
。
ま
た
、
旅
行
商
品
（
び
ゅ

う
）
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
に

す
る
と
全
９
種
類
だ
が
、
う
ち

５
種
類
は
Ｄ
Ｃ
向
け
に
新
し
く

作
っ
た
。
基
本
パ
ン
フ
は
『
花

と
富
士
の
都

山
梨
』と
な
る
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
あ

げ
て
宣
伝
活
動
を
実
施
し
、
Ｄ

Ｃ
を
広
く
周
知
す
る
」

び
ゅ
う
の
お
薦
め
は
何

で
し
ょ
う
。

「
４
月
に
開
催
さ
れ
る
『
信

玄
公
祭
り
』
や
『
川
中
島
合
戦

戦
国
絵
巻
』
を
間
近
で
見
て
も

ら
う
た
め
の
観
覧
席
付
き
プ
ラ

ン
（
日
帰
り
、
１
泊
２
日
）
や

名
物
・
ほ
う
と
う
の
手
打
ち
体

験
な
ど
が
あ
る
」

目
標
数
字
は
ど
の
く
ら

い
に
。

「
イ
ベ
ン
ト
列
車
に
よ
る
も

の
が
２
万
人
、
旅
行
商
品
な
ど

の
販
売
で
３
万
人
、
計
５
万
人

を
送
り
込
み
た
い
」

山
梨
の
魅
力
は
ど
う
映

っ
て
い
ま
す
か
。

「
東
京
か
ら
特
急
を
利
用
す

れ
ば
、
甲
府
ま
で
約
１
時
間
半

で
来
れ
る
と
い
う
近
さ
だ
。
富

士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
ワ

イ
ン
や
ほ
う
と
う
鍋
な
ど
食
べ

物
も
美
味
し
い
。
武
田
信
玄
に

代
表
さ
れ
る
、
歴
史
も
重
み
が

あ
る
」

弱
さ
と
い
う
か
、
改
善

す
べ
き
点
は
？

「
あ
え
て
言
え
ば
、
２
次
交

通
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

だ
が
、
Ｄ
Ｃ
に
合
わ
せ
、
県
内

を
快
適
に
巡
る
こ
と
の
で
き
る

足
（
バ
ス
な
ど
）
を
確
保
し
て

い
た
だ
い
た
。
列
車
と
の
連
携

も
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
、
観
光
客

の
行
動
範
囲
は
格
段
に
広
が
る

と
思
う
」地

方
自
治
体
の
、
Ｊ
Ｒ

の
Ｄ
Ｃ
に
対
す
る
期
待
は
大
き

い
で
す
ね
。

「
グ
ル
ー
プ
上
げ
て
集
中
的

に
送
客
す
る
の
で
、
期
間
中
は

観
光
客
が
賑
わ
う
の
は
確
か
。

た
だ
、
Ｊ
Ｒ
に
お
ん
ぶ
に
だ
っ

こ
で
は
困
る
。
一
緒
に
な
っ
て

盛
り
上
げ
よ
う
と
言
う
姿
勢
が

大
事
だ
。
（
Ｄ
Ｃ
）
選
定
に
あ

た
っ
て
は
自
治
体
に
熱
意
が
あ

る
か
ど
う
か
が
大
き
な
決
め
手

に
な
る
。
最
近
で
は
、
千
葉
Ｄ

Ｃ
が
成
功
し
た
。
県
民
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
堂
本
知
事
の
熱
心

さ
が
成
功
の
か
ぎ
を
握
っ
た
と

思
う
」

昨
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
風
林
火
山
」
放
送
も
あ

り
、
山
梨
の
観
光
客
は
増
え
た

と
思
い
ま
す
が
。

「
そ
の
通
り
だ
。
Ｄ
Ｃ
で
そ

の
追
い
風
を
よ
り
確
か
な
も
の

に
し
た
い
。
問
題
は
７
月
以
降

で
、
お
客
様
が
引
き
続
き
足
を

運
ん
で
く
れ
る
よ
う
、
途
切
れ

の
な
い
仕
掛
け
を
山
梨
県
と
一

緒
に
考
え
て
い
く
」

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
は
３

月
１５
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正
が
あ
り

ま
す
が
、
支
社
関
係
は
い
か
が

で
す
か
。

「
ス
ー
パ
ー
あ
ず
さ
が
新
た

に
立
川
駅
に
止
ま
る
こ
と
に
な

っ
た
。下
り
松
本
行
き
が
３
本
、

上
り
新
宿
行
き
が
５
本
だ
。
同

駅
は
乗
降
客
が
多
く
、
通
勤
通

学
、
そ
し
て
山
梨
へ
の
旅
行
が

ま
す
ま
す
便
利
に
な
る
だ
ろ

う
」
【
聞
き
手
・
内
井
高
弘
】

Ｊ
Ｒ
東
日
本

八
王
子
支
社
長

�
野

裕
一
氏

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
山
梨
を

舞
台
に
し
た
Ｄ
Ｃ
は
９３
年
４

〜
７
月
の
「
し
ん
せ
ん
・
や

ま
な
し
」
、
００
年
９
〜
１１
月

の
「
と
き
め
く
旬
感
！

山

梨
ロ
マ
ン
街
道
」
に
次
い
で

３
回
目
と
な
る
。

Ｊ
Ｒ
は
期
間
中
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
る

が
、
中
で
も
注
目
を
集
め
そ

う
な
の
が
イ
ベ
ン
ト
列
車
の

運
転
で
、
特
に
Ｓ
Ｌ
や
ト
ロ

ッ
コ
列
車
は
見
逃
せ
な
い
。

Ｄ
Ｃ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
る
「
Ｓ
Ｌ
山
梨
号
」
は
４

月
１
日
に
運
転
。
全
席
指
定

で
甲
府
〜
塩
山
間
を
走
る
。

ま
た
、
４
月
３
、
６
、
１２
、

１３
日
に
は
同
じ
区
間
に
「
Ｓ

Ｌ
山
梨
桃
源
号
」
を
運
転
す

る
。ト

ロ
ッ
コ
風
列
車
「
風
っ

こ
八
ヶ
岳
高
原
号
」
は
５
月

１７
、
１８
、
２４
、
２５
日
の
４
日

間
、
小
梅
線
の
小
淵
沢
〜
野

辺
山
間
を
走
る
。
新
緑
の
高

原
を
の
ん
び
り
と
旅
行
で

き
、
観
光
客
の
人
気
を
集
め

そ
う
だ
。

こ
の
他
、
お
座
敷
列
車
の

「
桃
源
郷
パ
ノ
ラ
マ
号
」（
新

宿
〜
甲
府
）
、
「
富
士
芝
桜

号
」
（
同
〜
河
口
湖
）
や
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
桃
の

花
と
甲
府
盆
地
の
夜
景
が
楽

し
め
る
「
ナ
イ
ト
ビ
ュ
ー
桃

源
郷
号
」
（
甲
府
〜
甲
斐
大

和
）
な
ど
が
あ
る
。

び
ゅ
う
商
品
の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
も
充
実
。
例
え
ば
、
４

月
４
〜
６
日
に
行
わ
れ
る

「
信
玄
公
ま
つ
り
」
で
は
日

帰
り
と
１
泊
２
日
の
２
プ
ラ

ン
を
設
定
。
い
ず
れ
も
観
覧

席
付
き
で
、
ま
つ
り
の
迫
力

を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。

日
帰
り
は
４
月
５
日
出
発

で
大
人
７
８
０
０
円
、
１
泊

２
日
は
１
万
８
１
０
０
円
か

ら
。Ｄ

Ｃ
の
送
客
目
標
は
「
５

万
人
」
（
�
野
裕
一
・
Ｊ
Ｒ

東
日
本
八
王
子
支
社
長
）
と

設
定
。
落
ち
込
み
が
心
配
さ

れ
る
Ｄ
Ｃ
以
後
だ
が
、
�
野

支
社
長
は
、
「
途
切
れ
の
な

い
仕
掛
け
を
県
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
」
と
強
調
す

る
。

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

イ
ベ
ン
ト
列
車
で
注
目
を

商
品
内
容
も
充
実

送
客
目
標
５
万
人

Ｄ
Ｃ
に
向
け
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

も
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
る

（
八
王
子
駅
）

http://www.yamanashi-kankou.jp/c/index.html

